




ダウン症児は出生 1000 に 1 人の頻度であり、精神発達遅滞児の約 6-10%を占めるといわれ

ており決して少いものではない。しかも診断は出生後直ちに明らかとなり、診断後の超早

期療育のあり方を確立することがさしせまった課題となっている。今回は過去四年間の効

果についての知見および効果判定を行ううえでの今後の課題について述べる。 


